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〔概要〕 

多種類の細胞機能を同時に解析するための、マルチチャンネル SPR イメージング（SPRI）装置を開発

した。これまで柳瀬らは、SPR により様々な生細胞の刺激応答を非標識、経時的かつ高感度に検出でき

ることを発見した。また、センサチップ上の１細胞レベルの屈折率分布を二次元的に可視化できる SPRI

の開発に成功した。この技術は、新しい測定原理により細胞の機能を解析する、革新的臨床検査法とし

て利用されることが期待される。しかし、そのためにはさらに、異なる種類の細胞の刺激への応答、または

異なる刺激による細胞の応答を観察することが必要である。そこで本研究では、複数の流路を形成してセ

ンサチップを区画化し、多種類の細胞応答を同時に観察できるシステムを構築することとした。 

〔方法〕 

本装置は、SPRI光学系と細胞用送液系からなる。SPRI光学系は、波長 640nmの LED と倍率 0.6倍の

テレセントリックレンズ、CMOS イメージセンサを用いて構築した。細胞用送液系として、センサチップ上に

流路 4 本（幅 0.5mm）を持つ PDMS 製フローセルを設けた。ポンプを用いて細胞浮遊液と試薬を流路中

に送液し、センサ上への細胞の結合と刺激を行った。 

〔結果〕 

センサチップ上で培養した RBL-2H3 細胞に対して刺激を行い、SPRI 光学系により細胞応答に伴う信

号強度の上昇を検出した。続いて、SPRI 光学系に細胞用送液系を組み合わせ、4 本の流路内に屈折率

の異なる溶液を流すと、それぞれの屈折率に応じた反射光の強度変化を検出できた（図１）。さらに、流路

に細胞を流しながら SPRI観察を行うことで、センサチップ表面への細胞接着をリアルタイムに観察した。 

〔考察〕 

複数条件の細胞応答を同時に観察可能なマルチチャンネル

SPRI システムを構築した。今回開発した装置を利用すれば、細胞

の刺激応答や細胞のセンサへの結合等の細胞機能解析を、多種

類の細胞や刺激について同時に実施できる。今後、本システムに

より、血液中の顆粒球・リンパ球や腫瘍細胞を用いて、刺激応答、

細胞接着等の機能解析を行うことで、幅広いアレルギー診断や早

期腫瘍診断への展開が期待できる。 

 

図１ 4チャンネルフローセル 

   による SPR イメージング 
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